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　５　薬物乱用と健康


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①薬物乱用と薬物依存
□薬物乱用とは、（　　　　　）を医療の目的から外れて使用したり、医療が目的でない薬物を不正に使用したりすることをいい、（　　　　）の使用でも乱用です。
□乱用される薬物には覚醒剤、（　　　　）、麻薬、有機溶剤などがあります。これらには
　（　　　　　）があり、薬物依存の状態になると、自分の意思でやめられなくなります。
②薬物乱用の害
□覚醒剤の乱用を繰り返すと、（　　　　）や妄想が現れるようになります。１回の使用でも、呼吸が止まったり脳の血管が破れたりして、（　　　　）することもあります。
□大麻の乱用を繰り返すと、（　　　　　）が低下したり、無気力になったりします。
薬物乱用の社会への悪影響
□薬物の乱用は、（　　　　　　　）を強く妨げるため、家庭問題、（　　　　）での問題や友人関係の問題など、さまざまな問題を引き起こします。
□幻覚や妄想のために（　　　　）を起こしたり、薬物を手に入れるために強盗や密売を働いたりするなど、社会全体にも大きな被害をもたらすことがあります。こうしたことから、薬物の乱用は（　　　　）で厳しく禁止されています。
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